
自閉症の支援は、「絵カードや個室が有効」「マンツーマン対応が基本」「本人の意思
を尊重して指示は少ない方が良い」など、画一的に捉えがちです。１つの手段ではありま
すが、全ての方に適切とは限りません。自閉症や行動障害について学ぶ機会も増えていま
すが、実際の支援現場で活用するには、支援をおこなう目的や根拠を整理する力が求めら
れます。
この研修は、TEACCH自閉症プログラムの考え方に基づく4日間の連続講座です。まず、

障害特性や学習スタイルを丁寧に解説し、支援につながる評価の視点や支援の方法につい
て学びます。ひとり一人に合わせた支援方法や対応について、演習や具体的なアイデアを
紹介し、生活や余暇への応用、問題行動への解決プロセスについても理解を深めます。グ
ループワークでの情報共有や、受講者の質疑の時間も設け、それぞれの職場に活かせるよ
う、主体的に参加できるカリキュラムです。
障害特性を生かした自閉症支援に取り組みたい方、強度行動障害支援者養成研修のアフ

ターフォローとしてもお勧めです。

※各回 １０：００－１７：００ 全日程の参加が必要です

日程 主なテーマ

１ 10月４日（水） 自閉症の特性と理解／アセスメント

２ 10月11日（水） 構造化／評価に基づく支援

３ 10月19日（木） 構造化演習／コミュニケーション

４ 10月26日（木） 暮らしの支援／問題行動への対応

対象 知的障害のある青年・成人期の支援を３年以上経験している支援者
障害者支援施設、生活介護事業所、就労継続支援Ｂ型事業所
特別支援学校中学部、高等部

定員 20名程度 選考あり
※東部地域優先、研修の受講歴、受講動機等により選考

締切
９月20日（水）
※９月27日（水）までに受講決定をお知らせいたします

参加無料

web

URL

TEL

お申込み
お問い合わせ 

055-957-9090

アスタ 静岡

https://astashizuoka.jp/

自閉症支援者養成講座

講師 静岡県東部発達障害者支援センターアスタ
岡田 祐輔（TEACCH®上級コンサルタント）
中村 公昭（元障害者支援施設、生活介護事業所、ＧＨ等管理者）
他
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